
科

目 経済学 A 
2013 年 1 月 29 日（火）   １時限施行   後期 採 点 

     学部     学科     年    組   番 

 担

当 畑農鋭矢 

持込 注意 氏     名 

不可 
5 問中 4 問を選択して解答し、選択した問題の

解答欄にある□にチェックを付けること 
5 問解答した場合には最高点を評価から除く。 

 

 

第 1 問 空欄に適切な語を記入しなさい。（各 5 点・計 25 点） 
 厚生経済学の第一基本定理によれば、市場メカニズムは（社会的余剰を最大にするよう

な）望ましい状態を実現する。この議論の主な前提は、①合理的な消費者、②（A）企業、

③（B）市場、の 3 つである。ただし、公害のような（C）が存在すると、厚生経済学の

第一基本定理は成立しない。これが市場の失敗であり、市場経済に対する政府介入の根拠

となっている。市場経済における政府の役割は、（D）、（E）、景気安定化機能の 3 つに大

別されるが、政府の失敗の可能性も指摘されている。 

第 2 問 以下の文章は正しいか、誤っているか。根拠も書きなさい。 
1) 高い価値を持つ財の市場価格は必ず高くなる。（10 点） 
2) 国民が必要とする財は、できるだけ国内で自給することが望ましい。（15 点） 

第 3 問 Z 財の市場における需要曲線は右下がり、供給曲線は右上がりである。このとき以下の設問に答えなさい。 
1) Z 財の供給曲線が大きくシフトしたとき、価格はそれほど変化しなかった。理由を簡潔に説明しなさい。（5 点） 
2) Z 財の価格を 1000 円から 950 円に下げると、Z 財の需要量は 1000 グラムから 1010 グラムに増加した。このとき需要

の価格弾力性を計算しなさい。（10 点） 
3) 需要の価格弾力性が 2)の値のままだとする。Z 財の価格を 1000 円から 1200 円に引き上げると、Z 財の需要量は 1000
グラムから何グラムに変化すると考えられるか。（10 点） 

□第 3 問解答欄 
1) 

2) 3) 

第 4 問 S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲線が「P=25+2S」、需要曲線

が「P=100 3D」で表せる財市場を考える。この財の取引 1単位につき Tの消費税が
課される（税込み価格が T上がる）とき、以下の設問に答えなさい。 
1) 課税前の均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 2 点・計 4 点） 
2) 課税後の均衡における消費者価格、生産者価格、取引量を計算しなさい。（各 2
点・計 6 点） 

3) 課税前の社会的余剰の面積を計算しなさい。（5 点） 
4) 課税後の死荷重損失と社会的余剰の面積を計算しなさい。（10 点） 

第 5 問 寄付点（x）を 0～10 の整数で記しなさい。 

【注意】この問を選択した場合、参加者の解答を基に行うゲームの結果により各自

の点数が決定される。ゲームの内容をよく理解し、熟慮の上で自らの責任

において選択すること。なお、試験中にゲームの内容に関する質問は受け

付けない。 
【ゲームの内容】 

1) 各参加者（この問の選択者）の当初の持ち点は 10 点である。 
2) 参加者は共同基金に寄付する点（x：寄付点）を決定する。 
3) 各自の持ち点から寄付点を除いた点数 10 x が寄付後の各自の持ち点となる。 
4) 寄付点（x）の参加者平均（X）を 2 倍した得点（2X）が参加者に与えられる。 
5) 最終的な獲得点数は 10 x+2X となる。Good Luck!! 
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